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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、習得困難度（発音が困難であり、正確ではない音声特徴）と中心特性（コ
ミュニケーションの阻害要因となる、通じにくい音声特徴）の2つの視点を取り入れた小学校教員に対する英語発音向
上マルチメディア教材の開発である。主な誤発音は、(a) /l/・/r/の区別、(b) 摩擦音の変換、(c) 摩擦音の弱化、 (
d) 閉鎖音の無帯気化、(e) 母音の長さ、 (f) 単語、複合語、フレーズ内でのストレスの不備、(g) 単調なリズムであ
り、そのうち、特に中心特性にかかわるものは、(a)(c)(d)(e)(f)であった。

研究成果の概要（英文）：This research aims to analyze which phonological features of English pronounced by
 Japanese students, who majored in Education to be English teachers, are pronounced incorrectly and affect
 intelligibility. By using these results, we developed multimedia pedagogical materials to improve their E
nglish. Through being judged by the authors and being used with acoustic analysis, all the words and sente
nces pronounced by the Japanese students were transcribed into IPA symbols indicating the accuracy of thei
r English. As for intelligibility, native English speakers evaluated how much the words and sentences were
 understandable. The following phonological features were pronounced incorrectly:(a) /l/ and /r/ distincti
on,b,(b) fricative substitutions, (c) weak pronunciation of fricatives, (d) no aspiration of plosives, (e)
 incorrect vowel length, (f) the wrong stress on words, phrases, (g) monotonous rhythm. Among these featur
es, (a)(c)(d)(e)(f) would affect intelligibility.
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１．研究開始当初の背景 

2011 年より、小学校での外国語活動が必修
となり、主に担任教員によるコミュニケーシ
ョンを中心とした英語活動が行なわれてい
る。ベネッセ等のアンケートでは、約 6 割の
教員が、英語活動に自信がないと答えており、
教員自身の英語力の向上を望んでいる。 

では、望ましい小学校での英語の発音とは
何であろうか。英語学習者にとって、英語母
語話者のような発音、「正確性、 accuracy」
である発音の習得が困難である音声特徴（習
得困難度）があることが認められる。このよ
うな習得が困難であるすべての音声特徴が
コミュニケーションの阻害につながるか、い
わゆる「通じやすさ、 intelligibility」に関係
するかという疑問が生まれてくる。それらの
うち最低限必要なものを中心特性と呼び、そ
れを確立しようとする試みがされている 

(Jenkins、 2000; 2002)。小学校での英語活動
の目的はコミュニケーションの素地を養う
ということであるが、その基本となる音声に
関して、将来の英語教員を目指す学生に対し
て、どの音声が習得困難であるのか、すなわ
ち「正確に」発音できないのか、どの音声が
中心特性に関係するのか、すなわち「通じや
すさ」に影響をあたえるかという観点で、学
生の発音の状況は十分を調べられていない。
また、その発音を改善する教材は今までに開
発されていない。 

 

２．研究の目的 

習得困難度（発音が困難である音声特徴）と
中心特性（コミュニケーションの阻害要因と
なる音声特徴）の 2 つの視点を取り入れ、小
学校教員志望学生の発音の特徴を調べる。そ
の結果を受け、それらの正確さと通じやすさ
に関連する音声特徴を改善することになる
教材の開発を目指す。特に、発音練習は自律
的練習が必要なため、それを支援するマルチ
メディア教材を開発する。 

 

 

３．研究の方法 

（1）実験 1 

目的：小・中・高学校英語教員を目指す国
立大学教育学部 2 年生 26 名を対象に、単語
や文章を発音させ、どの分節音（子音・母音）、
超分節音（ストレス）が「正確さ」や、「通
じやすさ」に関与しているのかを検証する。 

実験参加者：国立大学教育学部 2 年生 26

名（平均年齢 19.4 歳、男性 6 名、女性 20 名）
で授業時間 30 分を使用し、音声収録を行な
った。録音時間を短縮するため、3 名ひとグ
ループになり、約 10 分間、収録用英語リス
トを各自で充分に練習したのち、１つの IC

レコーダーを使い各人が読み上げた音声を
収録した。 

実験材料：実験材料として、音声収録用英
語リストは、先行研究から習得困難であると
いわれる音素（西尾, 2000）や通じにくさに

関係する音素（Tsuzuki & Nakamura, 2007）を
選定した（l，r, T, D, v, f, p, V, @;r, oU，ター
ゲット音素と呼ぶ）。それらのターゲット音
素を含む単語を Wells（2011）の Standard 

Lexical Sets（標準的な音素の単語集）から選
択し，センテンスは、Nishio & Tsuzuki（2008）
から選定した。音声収録用英語リストは 10

単語、5 センテンスで構成されている。 long, 

right, thin, their, van, food, pull hut, firm, coat. 

(a) Requests for vacations of more than three 

days should be submitted to the manager two 

weeks before the vacation begins. (b) You can 

use electronic wallets to make very small online 

or offline payments for things like soap or 

flowers. などである。 

分析方法：発音の「正確さ」に関しては、
音響分析を行ない、母音・子音・音素・スト
レスを IPA 表記する。「通じやすさ」に関し
ては、音声を聞き、「通じやすさ」を 5 段階
の リ カ ー ト 法 で 表 し (5: Perfectly 

understandable; very easy to understand. I could 

get the message easily.―1: Not at all 

understandable; I could not get a word.）、英語母
語話者 2 名により評定させる。ここでは、正
確に発音出来ているかではなく、内容がどの
程度わかるかということである。 

 
（2）実験 2 
目的及び実験参加者：実験 1 と同じ参加者

に、文章を発音させる。文のイントネーショ
ンを決定する音調核実現の「正確さ」と意味
の「通じやすさ」の関係を調べる。 
実験材料：5 つの内容依存文（Kamura, 2011). 

 [A: What do you have to do here?] 

B: I’ll give you directions to follow. 

（directions に音調核があれば、 A は B の指
示に従わなくてはいけないという意味であ
る。） 

 分析方法：発音の「正確さ」に関しては、
音響分析を行ない、どこに音調核があるかを
調べる。「通じやすさ」に関しては、英語母
語話者が日本語母語話者の発音を聴き、意味
の内容を３つの選択肢から選ぶ。 

   □ A has to follow B’s instructions 

  □ A has to go along with B. 

□ I do not know.  

 

４. 研究の成果 
(1)実験 1 
発音の正確さ：発音の「正確さ」に関して

は、単語でもセンテンスでも、日本語にない
音声は、過剰般化などが起ることが推測され
る。例えば、 /l・r/ が・日本語の [4] に置
換されたり、/f/ が [h] になるということで
ある。結果、 (a) /l/・/r/ の区別、 (b) /T/→/s/、 

/D/→/z/ のように摩擦音の変換、(c) 摩擦音の
語末の発音が弱い、(d) 破裂音の語頭の無帯
気、(e) 母音の長さ、(f) 単語や、複合語、句
でのストレスの位置の誤り、(g) モノトーン
なリズムが挙げられる。日本語は CV のモー



ラ言語であることからストレス言語である
英語のストレスの実現が不十分である(西尾, 

2011) 

 発音の通じやすさ：通じやすさに関しては、
主に (a)、(c)、(d)、(e)、(f)の発音の誤りが意
味の理解を阻害すると言える。単語レベルで
は、特に語頭の /l/・/r/の区別、摩擦音の変
換、さらに母音の質などの誤発音はまったく
別の単語理解になることがわかった。それら
の間違いが文章レベルであれば、「部分的に
はわかりにくいが、理解できる」という「通
じやすさ」である。さらに、単語、複合語、
句でのストレスの実現の誤りは大きく意味
に影響を与えるといえる。 

 

（2）実験２ 

発音の正確さ：正確な音調核の実現は、全
体の 12％～55％であり、中学で既習する内容
である複合語 the White House であっても、
55％の正確さであった。意味に関わらず、セ
ンテンスの最後の単語に音調核を置く傾向
にある。したがって、英語教員養成の学生で
あっても、意味の違いにより、音調核をどこ
におくべきか理解しておらず、正確に発音で
きていないことが明らかにされた。 

発音の通じやすさ：音調核の正確さと意味
の通じやすさには正の相関が見られ、音調核
が正確に発音されると、意味が正しく伝わる
ことがわかった。 

 

（3）発音の正確さと通じやすさのまとめ 

日本語にはない子音や母音は日本語音声へ
の置き換えが生じやすく誤発音になりやす
い。日本語は CV のモーラ言語であるため、
CVC を基本とするストレス言語の英語に対
しては、単語、複合語、句、文での正確なス
トレスを実現できていない。それらの誤発音
のうち、特に(a) /l/・/r/ の区別、(c) 摩擦音の
語末の発音が弱い、(d) 破裂音の語頭の無帯
気、(e) 母音の長さ、(f) 単語や、複合語、句
でのストレスの位置の誤りが、通じやすさに
大きく影響を与えることが明らかにされた。 

 

（4）マルチメディア教材の開発 

上記のように日本語母語話者特有の誤発
音となる音声特徴と、その中で特に「通じや
すさ」に影響を与える音声特徴を優先的に学
習するマルチメディア教材を作成した。マル
チメディア教材の学習単語や文は、小学校英
語テキスト「Hi,Friends」とクラスルームイン
グリッシュ から選び、文字、英語母語話者
の発音ビデオ、波形を PC 画面に提示してい
る。ヒント情報として、クリックすれば、発
音のコツの解説を聞け、「発音の正確さ」と
「通じやすさ」のランキングも見られる。今
後の課題としては、多くの教員志望の学生だ
けでなく、現職の小中高の教員への発音向上
用マルチメディア教材として、普及のためワ
ークショップを実施し、インターネットでの
配信などを実施していくつもりである。 
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